
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
９
７
回 

 

九
州
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
探
勝
会
に
参
加 

 

◇
実
施
日 

 

６
月
２
日
（
土
）
～
６
日
（
木
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
梶
野
照
雄
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、

畑
林
清
子
、
高
階
美
根
子
、
森
奈
良
好
（
２
日
～
４
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８
名 

第
一
交
通
タ
ク
シ
ー 

 

田
中
徳
之 

 

日
本
山
岳
会 

大
島
康
弘
（
静
岡
）
関
口
興
洋
（
北
九
州
）
上
幸
雄
（
首
都
圏
）

中
野
雅
章
（
静
岡
）
廣
永
俊
一
（
熊
本
）
堀
内
博
史
（
北
九
州
）

大
島
省
吾
（
福
島
）
中
野
八
千
代
（
東
海
）
岡
田
輝
子
（
関
西
）

下
畑
佐
和
子
（
岐
阜
）
君
塚
桂
子
（
上
さ
ん
友
人
）
片
手
す
み

子
（
堀
内
さ
ん
友
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
２
名 

  

日
本
山
岳
会
千
葉
支
部
の
石
岡
慎
介
氏
が
我
々
ぐ
る
ー
ぷ
を
秩
父
宮
記
念

山
岳
賞
に
ご
推
薦
頂
い
た
こ
と
か
ら
日
本
山
岳
会
有
志
の
皆
さ
ん
の
探
勝
会

に
お
誘
い
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
一
昨
年
の
伊
勢
路
、
昨
年
の
下
北
半
島
に

続
き
、
今
年
は
九
州
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
探
勝
会
の
ご
案
内
を
頂
い
た
。 

 

も
う
１
０
年
近
く
前
に
な
る
か
、
作
業
々
の
連
続
で
た
ま
に
は
遠
征
も
計
画

し
て
ほ
し
い
、
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
皆
さ
ん
歳
を
取
っ
て
き
た
の
で
、

あ
と
１
０
年
、
い
や
５
年
の
う
ち
に
遠
征
を
と
希
望
で
、
平
成
２
７
年
十
二
支

会
特
別
例
会
「
羊
蹄
山
」
に
参
加
し
て
か
ら
、
基
本
年
一
回
の
遠
征
が
始
ま
っ

た
。
以
後
東
北
２
回
、
四
国
と
重
ね
て
き
た
が
、
川
島
、
山
川
氏
の
急
逝
や
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
こ
こ
４
～
５
年
は
実
施
で
き
ず
に
い
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
九

州
へ
の
山
行
案
内
が
届
い
た
。 

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
、
す
ぐ
に
９
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

大
島
さ
ん
と
何
度
か
の
や
り
取
り
で
詳
細
が
固
ま
っ
て
き
た
。
平
均
年
齢
も
８

０
歳
近
い
の
で
２
名
が
辞
退
し
、
７
名
の
参
加
と
な
っ
た
。 

自
家
用
車
で
行
く
か
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
る
か
悩
ん
だ
が
、
安
全
第
一
を
優

先
し
て
運
転
手
付
き
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

６
月
２
日 

 

新
宮
正
午
発
、
泉
大
津
港
よ
り
阪
九
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船 

 
 

 
 

 

フ
ェ
リ
ー
に
乗
船 

 
 

 

泉
大
津
港
を
出
る 

 
 
 

明
石
海
峡
大
橋
通
過 

 
正
午
に
沖
崎
宅
を
出
発
し
て
予
定
通
り
泉
大
津
の
阪
九
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

に
着
き
、
梶
野
君
と
も
合
流
し
乗
船
す
る
。
乗
客
、
車
両
と
も
あ
ま
り
混
雑
し

て
い
な
い
。
大
部
屋
一
室
（
収
容
１
２
名
）
が
貸
し
切
り
状
態
だ
。
早
速
レ
ス

ト
ラ
ン
で
九
州
で
の
安
全
と
盛
会
を
願
い
乾
杯
す
る
。
一
時
間
ほ
ど
で
デ
ッ
キ

に
出
て
み
る
と
ち
ょ
う
ど
明
石
大
橋
の
下
を
通
過
す
る
と
こ
ろ
で
、
見
上
げ
る



と
橋
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。 

 

６
月
３
日 

 
午
前
６
時
新
門
司
港
着
、
吉
開
千
乗
院
、
大
観
峰
、
草
千
里
登

山
口
よ
り
烏
帽
子
岳
登
山
、
下
山
後
日
本
山
岳
会
１
２
名
に
挨
拶
、
休
暇
村
南

阿
蘇
泊 

 

翌
朝
、
皆
さ
ん
早
い
朝
食
の
後
下
船
も
ス
ム
ー
ズ
だ
。
今
日
は
ま
ず
柳
川
市

の
吉
開
さ
ん
を
訪
ね
る
。
高
速
道
路
を
２
時
間
近
く
走
っ
て
柳
川
市
に
到
着
し

た
。
吉
開
さ
ん
は
本
山
派
三
井
寺
に
所
属
さ
れ
て
い
て
、
並
み
の
行
者
で
は
な

い
。
大
峰
で
も
熱
心
に
修
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
も
願
い
事
を
書
い
た
護
摩

木
を
護
摩
祈
祷
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
、
後
日
灰
を
送
り
ま
す
と
言
っ
て
い

た
だ
く
。
４
０
分
ほ
ど
滞
在
し
て
お
別
れ
し
た
。 

 
 

 
 

 

新
門
司
港
に
接
岸 

 
 

 

柳
川
市
の
千
乗
院 

 
 
 

吉
開
さ
ん
の
法
螺 

こ
の
後
一
般
道
で
阿
蘇
の
大
観
望
を
目
指
す
。
午
前
１
１
時
過
ぎ
に
到
着
し
、

車
か
ら
降
り
て
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
る
。
阿
蘇
五
岳
も
一
望

で
き
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
紀
伊
半
島
で
は
お
目
に
か
か
ら
な
い
。 

い
つ
ま
で
も
こ
の
絶
景
を
眺
め
て
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
次
の
予
定
も
あ
る
の

で
烏
帽
子
岳
登
山
口
の
有
る
草
千
里
へ
向
か
う
。 

草
千
里
に
着
く
が
、
こ
ち
ら
も
大
観
峰
同
様
で
大
勢
の
人
、
駐
車
場
も
ほ
ぼ
一

杯
で
、
観
光
地
と
し
て
の
人
気
の
高
さ
が
判
る
。 

 
 

 
 

 

大
観
峰
で 

 
 

 
 
 

草
千
里
と
烏
帽
子
岳 

 
 
 

烏
帽
子
岳
山
頂
で 

目
の
前
に
烏
帽
子
岳
が
聳
え
て
い
る
。
今
日
も
好
天
で
雄
々
し
く
鎮
座
し
て
い

る
。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
１
時
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
か
ら
２
時
間
近
く
か

か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
の
声
が
上
が
っ
た
。
ま
あ
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
ろ

う
！
と
ス
タ
ー
ト
。
尾
根
ま
で
ジ
グ
ザ
グ
に
登
っ
て
５
５
分
で
山
頂
に
着
く
。 

青
岸
渡
寺
か
ら
託
さ
れ
た
碑
伝
を
置
き
勤
行
、
２
０
分
ほ
ど
の
滞
在
で
下
山
し

た
。
な
お
今
回
、
森
奈
良
好
君
が
４
日
迄
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
図

書
館
勤
務
を
定
年
退
職
後
、
郷
土
史
研
究
の
一
環
で
九
州
を
訪
ね
る
予
定
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
今
回
の
同
行
と
な
っ
た
。
碑
伝
も
彼
が
言
付
か
っ
て
き
た
も
の

だ
。 

午
後
３
時
、
草
千
里
の
駐
車
場
に
着
く
。
１
２
時
半
に
博
多
駅
を
出
発
し
た
皆



さ
ん
が
そ
ろ
そ
ろ
到
着
す
る
時
間
だ
が
、
暫
く
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
着
き
大

島
さ
ん
や
お
世
話
い
た
だ
い
た
関
口
さ
ん
に
挨
拶
す
る
。
関
口
さ
ん
に
、
烏
帽

子
岳
に
登
っ
て
き
た
胸
を
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
我
々
は
山
頂
ま
で
行
く
時
間

が
な
い
の
で
、
草
千
里
の
散
策
で
切
り
上
げ
る
。
先
に
休
暇
村
南
阿
蘇
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
と
言
わ
れ
た
の
で
先
に
出
発
し
た
。 

 
 

 
 

 

休
暇
村
南
阿
蘇 

 
 
 

 
 

 
 

夕
食 
 
 

 
 
 

 

二
次
会 

休
暇
村
か
ら
も
道
中
か
ら
も
高
岳
、
中
岳
、
根
子
岳
が
よ
く
見
え
る
。
特
に
根

子
岳
の
姿
が
異
容
に
思
え
た
。 

先
に
入
浴
を
済
ま
せ
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
到
着
を
待
つ
。
午
後
５
時
頃
に
皆
さ

ん
が
到
着
し
夕
食
が
始
ま
っ
た
。
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
二
次
会
も
含
め
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
。 

６
月
４
日 

 

久
住
山
登
山
（
牧
ノ
戸
峠
登
山
口
よ
り
）、
久
住
高
原
コ
テ
ー
ジ

泊 

 

こ
の
日
も
晴
天
で
、
遅
れ
て
い
る
梅
雨
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
午
前
８
時

休
暇
村
を
出
て
牧
ノ
戸
峠
へ
向
か
う
。
牧
ノ
戸
峠
の
駐
車
場
は
満
車
で
、
少
し

離
れ
た
場
所
に
車
を
停
め
る
。
全
員
が
集
ま
り
自
己
紹
介
の
後
、
久
住
山
を
目

指
し
出
発
。
午
前
１
０
時
過
ぎ
過
ぎ
だ
っ
た
。
暫
く
舗
装
さ
れ
た
山
道
を
進
み

東
屋
の
有
る
展
望
地
に
着
く
。 

 
 

 
 

 

牧
ノ
戸
峠
で 

 
 
 
 

東
屋
の
展
望
地 

 
 

 
 
 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ 

こ
こ
で
し
ば
ら
く
休
憩
、
こ
こ
か
ら
引
き
返
す
組
、
も
う
少
し
先
ま
で
足
を
延

ば
す
組
、
山
頂
を
目
指
す
組
に
分
か
れ
て
行
動
す
る
。
我
々
山
彦
組
は
山
頂
を

目
指
す
。
岩
場
を
数
カ
所
越
え
て
広
い
尾
根
に
登
り
つ
く
と
、
そ
こ
か
ら
し
ば

ら
く
は
大
き
な
登
り
下
り
が
無
く
少
し
楽
に
な
る
。
左
前
方
に
大
き
く
高
い
山

が
見
え
て
き
た
。
あ
そ
こ
迄
、
と
思
っ
て
い
た
ら
あ
の
山
は
星
生
山
で
、
久
住

山
は
ま
だ
先
だ
と
い
う
。
ガ
ッ
ク
リ
だ
。 

今
回
メ
イ
ン
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
昨
日
の
烏
帽
子
岳
で
は
咲
終
わ
っ
て
い

た
が
、
今
日
ス
タ
ー
ト
前
に
関
口
さ
ん
か
ら
、
こ
こ
久
住
で
は
標
高
１
，
５
０

０
ｍ
以
上
で
開
花
が
期
待
で
き
る
。
と
お
話
が
あ
っ
た
通
り
斜
面
の
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
る
。
群
生
し
て
咲
い
て
い
る
様
は
素
晴
ら
し
い
。

始
め
て
見
る
光
景
だ
。
や
っ
と
避
難
小
屋
と
ト
イ
レ
が
あ
る
所
に
着
い
た
。 



お
昼
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
昼
食
に
し
よ
う
と
提
案
す
る
も
、
山
頂
ま
で
３
０
分

ほ
ど
頑
張
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
し
ぶ
し
ぶ
歩
き
出
す
。
最
近
長
距
離
を
歩

い
て
い
な
い
の
と
空
腹
で
、
山
頂
ま
で
が
遠
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

山
頂
に
碑
伝
奉
納 

 
 

 

児
嶋
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー 
 

 
 

 
下
山 

途
中
で
梶
野
君
が
下
山
し
て
き
た
。
清
ち
ゃ
ん
は
避
難
小
屋
か
ら
引
き
返
し
て

下
山
。
登
山
口
か
ら
３
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
、
や
っ
と
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
で

き
た
。
昼
食
も
山
頂
で
頂
い
た
。
食
後
は
児
嶋
さ
ん
が
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
く

れ
た
。 

３
０
分
位
山
頂
に
滞
在
し
て
下
山
。
森
君
と
は
牧
ノ
戸
峠
で
お
別
れ
し
た
。 

こ
の
日
も
山
彦
組
が
先
行
し
て
宿
泊
先
の
久
住
高
原
コ
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
た
。

久
住
高
原
コ
テ
ー
ジ
は
周
り
に
何
も
な
い
木
造
平
屋
建
て
の
施
設
で
、
雰
囲
気

の
あ
る
露
天
風
呂
に
浸
か
り
大
満
足
。
敷
地
面
積
が
広
い
の
で
、
風
呂
の
生
き

返
り
に
ち
ょ
っ
と
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。 

夕
食
は
午
後
７
時
４
０
分
か
ら
で
、
食
事
中
に
明
日
予
定
し
て
い
る
韓
国
岳
に

つ
い
て
、
一
昨
日
登
っ
た
大
島
さ
ん
兄
弟
に
尋
ね
る
と
、
久
住
山
よ
り
厳
し
い
、

足
場
が
悪
い
所
も
多
く
、
こ
こ
か
ら
登
山
口
の
え
び
の
高
原
ま
で
は
車
で
３
時

間
以
上
か
か
る
と
言
う
。
隣
の
高
千
穂
峰
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み
た
が
、
韓
国

岳
以
上
に
厳
し
い
、
と
お
答
え
を
頂
い
た
の
で
明
日
予
定
し
て
い
た
韓
国
岳
登

山
は
中
止
し
観
光
ツ
ア
ー
に
変
更
し
た
。 

 
 

 
 

 

久
住
高
原
コ
テ
ー
ジ 

 
 
 

 
 

夕
食 

 
 

 
 
 

 
 

二
次
会 

 

６
月
５
日 

 

菅
尾
摩
崖
仏
、
原
尻
の
滝
、
天
岩
戸
神
社
、
高
千
穂
峡
、
シ
ー

ガ
イ
ア
、
宮
崎
港
よ
り
宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船 

 

翌
朝
、
日
本
山
岳
会
有
志
の
皆
さ
ん
と
お
別
れ
し
て
大
分
、
宮
崎
方
面
に
向

か
う
。
田
中
運
転
手
は
前
夜
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
観
光
情
報
を
集
め
て
く

れ
、
こ
の
日
は
菅
尾
の
摩
崖
仏
、
原
尻
の
滝
、
天
岩
戸
神
社
、
高
千
穂
峡
、
シ

ー
ガ
イ
ア
を
巡
り
、
夕
方
宮
崎
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。 

   



 
 

 
 

 

出
発
前
、
全
員
で 

 
 

 

菅
生
摩
崖
仏 

 
 

 
 
 

 

原
尻
の
滝
、 

 
 

 
 

 

 

天
安
河
原 

 
 

 
 
 

 
 

高
千
穂
峡 

 
 

 
 

宮
崎
港
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船 

 

６
月
６
日 

 

午
前
７
時
３
０
分
神
戸
港
着
、
新
宮
に
お
昼
過
ぎ
帰
着
、
解
散 

 

私
達
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
も
本
年
創
設
５
０
年
、
千
日
刈
峰
行
開
始
か
ら
４
０

年
、
ま
た
大
峯
奥
駈
道
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
２
０
年
と
大
き
な
節

目
の
年
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
歩
ん
で
き
た
が
、
日

本
山
岳
会
と
の
ご
縁
は
今
か
ら
５
２
年
前
の
１
９
７
２
年
、
故
今
西
錦
司
先
生

と
の
出
会
い
か
ら
十
二
支
会
加
入
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
の
受
賞
と
な
り
、
今

回
の
お
誘
い
も
頂
い
た
。
す
べ
て
に
感
謝
で
あ
る
。
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
々
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 


